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機 能 仕 様

注目すべきその快適性と人間工学に優れた、全てのパーツが交換可能なモ
ジュラーシート。自動サイレント跳ね上げ式シートは耐久性と機能性に優れ
た椅子です。

座面と背もたれはそれぞれ内部のメタル構造で成型加工されたポリウレタン
フォームの２つのブロックで出来上がっています。布張りは継ぎ目や縫い目
が無いインテグラル（一体型）フォームシステムを使用したフォームに密着
しています。

TSシステム（5mm幅）の防炎用保護幕は座面と背もたれの両方のフォームと
布地の間に組み込まれているので、火がフォームに到達するのを防ぎ、炎の
拡大及び有毒ガスの放出を遅らせます。

背もたれのクッションはより快適を実感できるよう腰や頭部が垂直及び水平
な溝の入ったアナトミカル（人間の身体の構造に合わせた）形状となってい
ます。座面クッションは、滑らかなアナトミカル形状となっており、ほこり
等の蓄積を防ぐため溝は入っていません。座面と背もたれの仕上げ
は、IF727素材（水洗い可能／クッション背面部プロテクト）によって保護
されています。

椅子はシートシェルに収納されているダブルスプリングシステムによって自
動的にゆっくりと静かに跳ね上げられます。（50万回テスト済）システムは
潤滑装置を必要としません。

各椅子は玉継手システム（座面と適合する位置にロック機能）が組み込まれ
た2つの金属製脚に取り付けられています。このシステムによって、シート
を分解せずに容易に交換することが可能です。脚は鋼管でできており、ブ
ラック又はグレーのポリエステル塗装が施されています。椅子は延長プラグ
で床にしっかりと固定されています。座面は台座の底を通って部屋の特定な
傾斜に適応します。また列は相互連結した背もたれによって堅牢で安定した
配列を可能にし、床への設置も強固にします。

ダブル・インジェクション成形アームレストは、その表面に硬質パーツ用の
ポリプロピレンと軟質エラストマーが組み合わされています。前方には簡単
に汚れなどを取り除くことのできるデザインが施された内蔵型カップホル
ダーが備えられています。

列の端のシートには布地パネルがつけられます。シートが使用されていない
上がった状態にある時、十分な吸音を可能にするいくつかの穴が座面の裏に
あります。オプションで、背もたれの背面上部に布地部分を追加することが
できます。座面はその音響特性を失うことなく全面布地張りを施すことも可
能です。またオプションで、ヘッドレストを椅子の補足として取り付けるこ
とも可能です。
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構　造：
　スチール管とプレート及び連続ワイヤー供給によるアーク溶接

ポリウレタンフォーム：
　座面の密度：60-65 Kg/m3
　背もたれの密度：50-55Kg/m3

塗　装：
　静電ポリエステル粉末
　被膜の厚み：70  80 – ミクロン
　グリッドの粘着度 : 100%

革（レザー）
　テーバー剥離テスト：500サイクル DIN 53109
　耐光性 ：IVF 402: > 5

布地張り（防炎基準）：
　スペイン：UNE-EN 1021 Parts 1 & 2 
　フランス：NF D60-013
　イタリア：UNI 9175 Class 1.IM 
　ドイツ：DIN 66084

ポリプレピレン： 
　材質：共重合体ポリプロピレンIF-727
　収縮抵抗（ISO 527-2）：26 MPa
　弾性基準（ISO 527-2）：1250 MPa

最終製品： 
　UNE-EN 12727 Level 4（厳格な使用）
　BS 5852. 項目12 点火ソース 0, 1 及び5
　アメリカ：CAL T.B. 133 (認可された生地) 
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